
。 

     

 

   

 デュランタは紫色や白色の小さい花が集まって

房状に咲く熱帯花木です。原産地はアメリカ・フ

ロリダ地方、ブラジルです。開花時期は6月～9月

ごろで夏から秋まで次々と花を咲かせ、生垣にも

よく利用されます。日当たりの良い環境が大好き

で、日がよく当たると花付きが良くなります。 

 花の大きさは1～1.5cmほどでアジサイのように

房状に集まって咲くのが特徴です。花びらは５裂

した花弁に白い縁取りのあるおしゃれな花を多数

咲かせ、涼しげな印象を与えてくれます。 

 花後に、丸いオレンジ色の小さな実ができます   

 実は5～7㎜ほどで花よりも小さいです。果実は

有毒で食べられません。 

 花言葉は「あなたを見守る」「歓迎」。デュラ

ンタの垂れ下がるように咲く美しい花を見ると、

花たちに歓迎されている、見守られているような

気分になることか

らイメージしてつ

けられたのではと

言われています。  

 

 

（小山四丁目 

 東 美佐栄 ） 
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花 め ぐ り  

 
  

小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た 

  

標
語
を
町
内
に
掲
示 

 
 

 
 

 
 

 

。 

            地域防災として震災、風水害 

           等に備える事が重要と考えられ 

           ます。当町会においては、区の 

           防災地図から見ても浸水や土砂 

           災害の想定区域に該当しており 

           ませんが、木造住宅密集地域に 

           該当しており、そのための対策 

           が必要と考えます。災害対策の 

           一環として、当町会の区民消火 

           隊では、毎月、消火隊による放 

水訓練を行っております。他には、町会行事のどじょう

つかみ時に放水訓練を兼ねたどじょうプール作りや、年

末に防火パトロール等を行っております。 

 その他、区や都の防火防災に関する助成金の積極活用 

により、発電機、電源バッテリー、ソーラーパネルを購

入しております。今年度も資器材の充実を考えています    

 今後の課題として防火防災部、防災区民組織、区民消 

火隊等の担い手不足が挙げられます。防火防災に関心を

お持ちの方、またお手伝い頂ける方はご連絡いただけま

すようお願いいたします。今後とも皆さんとともにこの

地域を守っていきましょう。 

       （小山台一丁目東町会長・石津 忠雄 ） 

、 

町会活動紹介 

防火防災部の活動について  

（小山台１丁目東町会）  

デュランタ 

 

後
地
の
歴
史
探
訪
の
集
い 

Ⅱ
 

～
後
地
の
地
名
の
由
来
、
空
襲
と
疎
開
の
記
憶
～  

 

、 

」 」 

 

３
月
に
西
部
町
会
で
開
催
し
た
「
後
地
の
歴 

史
探
訪
の
集
い
」
で
は
、
「
後
地
の
七
不
思
議

を
取
り
上
げ
、
最
初
が
「
後
地
の
地
名
の
由
来

で
し
た
。
後
地
（
う
し
ろ
じ
）
と
い
う
珍
し
い

地
名
は
、
現
在
の
小
山
一
丁
目
か
ら
二
丁
目
一

体
の
呼
称
と
言
わ
れ
、
明
治
22
年
頃
は
「
東
京 

府
荏
原
郡
戸
越
村
字
後
地
」
で
し
た
。
現
在
後

地
と
い
う
住
所
は
存
在
せ
ず
、
交
差
点
名
、
後

地
小
学
校
（
昭
和
3

年
創
立
）
、
後
地
大 

神
輿
等
に
そ
の
名
を
留
め
て
い
ま
す
。 

 

地
元
民
に
は
、
こ
の
愛
す
べ
き
名
前
が
い
つ 

付
け
ら
れ
た
か
、
長
い
間
の
謎
で
し
た
。
今
回

長
老
４
人
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
所
、
何
と
全
員 

異
な
っ
た
の
で
す
（
「
目
黒
不
動
尊
」
由
来
説

「
朝
日
地
蔵
尊
」
由
来
説
、
「
地
元
有
力
者
」

由
来
説
、
「
戸
越
八
幡
神
社
」
由
来
説
等
）
。 

 

４
人
の
長
老
で
も
解
決
に
至
ら
ず
、
再
び
迷 

宮
入
り
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
探
訪
の
集
い
」
で
は
、
長
老
た
ち
の
空
襲 

体
験
と
疎
開
の
思
い
出
も
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

東
京
大
空
襲
は
、
そ
の
夜
に
後
地
か
ら
も
北 

の
空
が
真
っ
赤
に
染
ま
る
異
様
な
光
景
が
見
え

た
そ
う
で
す
。
後
地
の
空
襲
時
に
は
、
品
川
用

水
の
水
を
汲
み
、
消
火
活
動
に
奔
走
し
た
と
の

事
で
す
。
な
お
、
パ
ル
ム
商
店
街
が
焼
け
た
の

は
そ
の
翌
日
の
空
襲
で
し
た
。 

 

疎
開
で
の
辛
い
想
い
出
も
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

後
地
小
学
校
で
は
３
１
５
人
が
伊
豆
長
岡
、 

１
０
０
人
が
富
山
県
に
疎
開
。
そ
の
後
伊
豆
も

危
な
く
な
り
、
三
日
三
晩
か
け
て
列
車
で
伊
豆 

か
ら
青
森
に
再
疎
開
し
ま
し
た
。
長
老
の
お
一 

人
は
、
疎
開
先
で
の
辛
い
生
活
や
、
亡
く
な
っ

た
同
級
生
の
思
い
出
を
、
涙
な
が
ら
に
お
話
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
次
回
は
、
後
地
交
差
点
に

流
れ
て
い
た
「
品
川 

用
水
」
他
の
お
話
を 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

す
。 

（
小
山
二
丁
目
西
部 

町
会 

石
井 

一
成
） 

   

 

我
が
町
会
の
新
時
代
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し 

た
。 

（
荏
原
四
丁
目
町
会 

 

 
 
 
 
 

生
活
安
全
部
長 

高
橋 

幸
雄 

） 

        

令和4年９月 小山四丁目で撮影 

。 

。 

 

笑
顔
あ
ふ
れ
る 

 

区
民
ま
つ
り 

、 、 、  

荏
原
四
丁
目
町
会
で
は
、
15
年
以
上
も
前
か 

ら
町
内
各
所
に
設
置
し
て
い
た
標
語
の
立
看
板 

を
新
装
す
る
に
あ
た
り
、
新
企
画
と
し
て
、
町

内
在
住
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
「
町
会
員
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
」
や
「
安
心
・

安
全
の
街
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
標
語
を
募
集

し
ま
し
た
。
回
覧
板
・
掲
示
板
、
在
校
生
の
多

い
荏
原
平
塚
学
園
で
は
直
接
チ
ラ
シ
を
配
布
し

応
募
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
約
２
ヶ
月
の
募
集

期
間
で
し
た
が
、
当
初
は
ほ
と
ん
ど
反
応
が
な

か
っ
た
も
の
の
、
締
切
10
日
前
頃
か
ら
町
会
や 

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
呼
び
か
け
を
し
た
と
こ
ろ
、
募

集
を
締
め
切
る
頃
に
は
14
作
も
応
募
が
あ
り
ま 

し
た
。 

 

小
学
２
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
、
そ
れ 

ぞ
れ
素
直
で
明
る
い
良
い
作
品
だ
っ
た
の
で
、

全
作
品
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
子 

ど
も
達
に
は
３
千
円
の
図
書
券
を
贈
呈
し
、
大 

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
２
月
中
旬
に
会
員
皆
で
協

力
し
町
内
各
通
り
14
ヶ
所
の
電
柱
に
、
新
し
い 

標
語
を
掲
載
し
た
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
の
３
作
を
紹
介
し
ま
す
。 

・
助
け
合
い 

絆
を
深
め
る 

町
内
会 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７
年
生 

・
災
害
に
そ
な
え
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

し
よ
う 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
年
生 

・
お
早
う 

こ
ん
に
ち
は 

有
難
う 

 
 

 
明
る
い
街
の
合
言
葉 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
年
生 

 

7
月
15
日(

土)

荏
原 

第
一
地
区
区
民
ま
つ
り
が 

4

年
ぶ
り
に
小
山
台
小 

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

校
庭
に
は
当
番
町
会
、 

小
山
小
学
校
お
や
じ
の
会 

中
学
校
な
ど
に
よ
る
模
擬 

店
が
立
ち
並
び
、
か
き
氷 

磯
辺
焼
き
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣 

り
な
ど
多
く
の
来
場
者
が
行
列
を
作
っ
て
い
ま
し 

た
。
体
育
館
に
は
地
区
委
員
会
に
よ
る
各
種
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
が
並
び
、
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
達
の

声
が
響
き
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
に
使
用
す
る
体
験
カ

ー
ド
は
、
例
年
よ
り
多
く
用
意
し
て
い
ま
し
た
が

開
始
40
分
で
な
く
な
る
ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。 

 

校
庭
の
提
灯
に
明
か
り
が
灯
さ
れ
る
と
太
鼓
や 

音
楽
に
合
わ
せ
て
盆
踊
り
が
は
じ
ま
り
、
や
ぐ
ら

を
囲
み
輪
に
な
っ
て
大
勢
の
人
々
が
楽
し
く
踊
る

姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。 

 

物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
、
会
場
設
営
は
業 

者
に
頼
ま
ず
、
地
域
の
方
々
と
地
域
セ
ン
タ
ー
職

員
一
同
が
一
丸
と
な
り
作
り
上
げ
、
地
域
の
連
携

が
深
ま
っ
た
の
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

来
場
者
と
し
て
は
延
べ
７
０
７
５
人
に
達
し
、 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 

小
山
二
丁
目
東
部
町
会 

・
大
森 

久
恵 

） 

 


